
 1 

２
０
２
１
年
度 

第
２
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

国
語
採
点
基
準 

 

１ 

文
（
文
章
）
で
解
答
す
る
設
問
の
答
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ａ
項
の
加
点
要
素
の
合
計
か
ら
次
の
Ｂ
項
・
Ｃ
項
の
減
点
要
素
の
合

計
を
引
い
た
得
点
を
そ
の
設
問
の
得
点
と
し
ま
す
。
た
だ
し
最
低
点
は
０
点
と
し
マ
イ
ナ
ス
の
得
点
は
つ
け
ま
せ
ん
。 

Ａ ａ 

以
下
の
採
点
基
準
で
は
、
模
範
解
答
を
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
割
し
加
点
要
素
と
し
ま
す
。
答
案
中
に
そ
の
加
点
要
素
に
相
当
す

る
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
を
与
え
ま
す
。 

ｂ 

あ
る
加
点
要
素
は
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
５
点
配
点
さ

れ
た
加
点
要
素
で
あ
れ
ば
５
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
そ
の
加
点
要
素
中
の
部
分
点
を
認
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
採
点
基
準
の
中
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。 

ｃ 

あ
る
要
素
に
加
点
す
る
か
否
か
が
、他
の
要
素
と
無
関
係
に
決
ま
る
場
合
と
、他
の
要
素
と
の
関
係
で
決
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

前
者
の
場
合
は
、
そ
の
要
素
を
単
独
採
点
（
独
立
採
点
）
す
る
と
言
い
そ
の
旨
必
ず
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
場
合
は
、
他
の

要
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
採
点
基
準
で
具
体
的
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｄ 

解
答
通
り
と
い
う
条
件
が
あ
る
場
合
は
い
か
な
る
部
分
点
も
認
め
ま
せ
ん
。 

Ｂ ａ 

答
案
中
に
大
き
な
誤
読
と
判
定
さ
れ
る
内
容
（
語
句
）
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
（
語
句
）
を
減
点
要
素
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ｂ 

加
点
要
素
で
も
減
点
要
素
で
も
な
い
部
分
も
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
部
分
は
加
点
も
減
点
も
し
ま
せ
ん
。 

Ｃ 次
に
該
当
す
る
も
の
は
、
答
案
の
形
式
上
の
不
備
と
し
て
、
一
箇
所
に
つ
き
１
点
の
減
点
要
素
と
し
ま
す
。 

ａ 

誤
字
。
漢
字
な
ど
の
文
字
の
明
ら
か
な
誤
り
は
誤
字
と
し
ま
す
。 

ｂ 

脱
字
。 

ｃ 

文
末
の
句
点
の
脱
落
。 

※
字
数
指
定
の
な
い
場
合
、
句
点
の
脱
落
は
誤
字
と
し
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｄ 

そ
の
他
不
適
切
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
箇
所
。 

ｅ 

不
適
切
な
文
末
処
理
。
設
問
の
問
い
方
に
対
応
し
て
い
な
い
形
で
答
案
の
文
末
を
結
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
適
切
な
文
末
処
理
が 

行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
に
よ
る
減
点
要
素
と
し
ま
す
。 

た
と
え
ば
「
…
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と
い
う
問
い
に
体
言
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
は
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
し
ま
す
。 

ま
た
、
理
由
が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
か
ら
」「
の
で
」
な
ど
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
も
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
見
ま
す
。 

※
た
だ
し
、「
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
の
表
現
も
「
こ
と
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
見
ま 

す
。
ま
た
、「
か
ら
で
あ
る
。」
な
ど
の
表
現
も
「
か
ら
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
見

ま
す
。 

 

ま
た
文
末
の
表
現
を
問
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

日
本
語
の
表
現
と
し
て
不
適
切
な
も
の
は
程
度
に
応
じ
て
減
点
し
ま
す
。 

 

３ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
部
分
点
の
要
素
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ａ 

答
案
が
解
答
欄
の
欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
も
の
。 

ｂ 

一
行
の
解
答
欄
に
二
行
以
上
書
い
た
場
合
も
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ｃ 

字
数
指
定
の
あ
る
設
問
で
、
字
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
。 

ｄ 

答
案
の
文
章
が
最
後
ま
で
完
結
し
て
い
な
い
も
の
。 

４ 

古
文
あ
る
い
は
漢
文
の
訳
を
記
述
す
る
設
問
の
場
合
も
以
上
に
準
じ
ま
す
が
、
文
末
の
句
点
や
文
末
の
処
理
あ
る
い
は
答
案
の
完

結
に
こ
だ
わ
ら
な
く
と
も
よ
い
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 



1 

二
○
二
一
年 

第
２
回 

阪
大
模
試
（
人
外
法
経
） 

採
点
基
準
・
採
点
例 

 ■
採
点
の
原
則 

 

① 
全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

文
脈
の
ね
じ
れ
が
あ
る
、
ま
た
主
述
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
ご
と
に
加
点
し
た
上
で
、 

 

全
体
か
ら
２
点
減
点
す
る
。 

 

③ 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 Ⅰ
  

（
５０
点
） 

問
一 

ａ
占
有 

 

ｂ
勃
興 

 

ｃ
早
計 

 

ｄ
惰
性 

 

ｅ
覚
束 

 
 

各
２
点 

解
答
通
り 

 

問
二 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
１０
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ 
 

 
 

                                              

Ｂ                           

Ｃ 

人
間
が
、
精
神
の
中
で
の
数
学
的
処
理
や
シ
ン
ボ
ル
操
作
に
基
づ
い
て 

地
図
や
海
図
・
地
球
儀
を
作
成
し
、
地
球
上
の
物
理 

           

Ｄ 

的
な
距
離
を 

肉
体
的
感
覚
で
理
解
で
き
る
間
尺
に
ま
で
圧
縮
し
た
と
い
う
こ
と
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
六
十
字
～
八
十
字 

二
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
人
間
が
、
精
神
の
中
で
の
数
学
的
処
理
や
シ
ン
ボ
ル
操
作
に
基
づ
い
て
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
人
間
の
精
神
は
数
や
シ
ン
ボ
ル
、
モ
デ
ル
を
用
い
て
」
に
基
づ
く
説
明
。
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
い
て 

い
て
も
も
ち
ろ
ん
可
。 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
地
図
や
海
図
・
地
球
儀
を
作
成
し
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
作
成
さ
れ
た
地
図
や
海
図
」
「
居
間
に
地
球
儀
を
持
ち
込
ん
で
」
に
基
づ
く
説
明
。
「
地
球
儀
」
を
欠
い 

て
い
て
も
可
。 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
地
球
上
の
物
理
的
な
距
離
を
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
に
そ
の
ま
ま
の
記
述
が
あ
る
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
肉
体
的
感
覚
で
理
解
で
き
る
間
尺
に
ま
で
圧
縮
し
た
」
：
３
点 



2 

 
 

・
本
文
の
「
人
間
の
肉
体
の
感
覚
が
自
然
に
理
解
で
き
る
間
尺
に
ま
で
圧
縮
す
る
」
に
基
づ
く
説
明
。
こ
れ
を
そ
の 

ま
ま
引
い
て
い
て
も
も
ち
ろ
ん
可
。 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ 
文
末
表
現
は
「
…
（
と
い
う
）
こ
と
」
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



3 

問
三 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
４
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ       

Ｂ 

生
活
上
の 

直
接
的
な
必
要
や
効
用
に
基
づ
く
関
心
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
二
十
字 

九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
生
活
上
の
」
：
１
点 

 
 

・
「
生
活
」
と
い
う
語
は
必
須
。
あ
れ
ば
１
点
、
な
け
れ
ば
０
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
直
接
的
な
必
要
や
効
用
に
基
づ
く
」
：
３
点 

 
 

・
「
直
接
（
的
）
」
「
必
要
」
「
効
用
」
を
各
１
点
と
し
て
採
点
す
る
。
「
効
用
」
は
「
有
用
性
」
で
も
可
。 

 ■

要
素
Ｃ 

文
末
表
現
は
「
…
関
心
」
と
い
う
形
が
原
則
。
但
し
「
関
心
」
の
内
容
の
説
明
で
あ
る
事
が
明
ら
か
な
場
合 

「
…
こ
と
」
で
も
可
。
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



4 

問
四 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

基
準 

配
点
１２
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                                    

Ｂ                                             

Ｃ 

人
間
の
感
覚
器
官
で
は
直
接
に
感
知
で
き
な
い 

現
象
の
観
測
を
可
能
に
す
る
器
具
・
装
置
の
出
現
に
よ
り
、
自
然
が
人
間
か 

                  

Ｄ                                       

Ｅ 

ら
遠
ざ
か
り
、
さ
ら
に
感
覚
に
基
づ
く
知
の
誤
り
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
で
、
認
識
・
理
解
能
力
に
対
す
る
深
刻
な
疑
念
を
抱
い 

          

Ｆ 

た
人
間
が
、
自
己
の
内
面
へ
と
逃
避
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
字
～
百
二
十
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
人
間
の
感
覚
器
官
で
は
直
接
に
感
知
で
き
な
い
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
感
覚
器
官
で
は
感
知
で
き
な
い
」
「
人
間
の
直
接
的
な
感
覚
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が 

な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
現
象
の
観
測
を
可
能
に
す
る
器
具
・
装
置
の
出
現
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
器
具
を
通
し
て
」
「
装
置
を
通
じ
た
」
「
道
具
や
器
具
に
よ
っ
て
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の 

説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
自
然
が
人
間
か
ら
遠
ざ
か
り
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
人
間
は
自
分
と
自
分
を
取
り
ま
く
自
然
に
対
し
て
、
距
離
を
置
い
て
」
「
自
然
と
世
界
は
ま
す
ま
す
人
間 

か
ら
遠
ざ
か
り
」
と
い
っ
た
記
述
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点 

し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
感
覚
に
基
づ
く
知
の
誤
り
が
証
明
さ
れ
る
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
人
間
の
日
常
的
な
感
覚
の
ほ
う
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の 

説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
認
識
・
理
解
能
力
に
対
す
る
深
刻
な
疑
念
を
抱
い
た
人
間
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
人
間
の
認
識
・
理
解
能
力
に
対
す
る
深
刻
な
疑
念
が
そ
こ
か
ら
は
必
然
的
に
生
じ
て
く
る
」
に
基
づ
く
説
明
。 

 
 

ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ
「
自
己
の
内
面
へ
と
逃
避
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
人
間
は
自
己
の
内
面
へ
と
逃
避
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
「
人
間
は
ま
す
ま
す
自
己
の
内
部
へ
と
沈
潜
す
る 
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こ
と
に
な
る
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｇ 

文
末
表
現
は
「
…
（
と
い
う
）
こ
と
」
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
五 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
１４
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                                                 

Ｂ 

神
に
よ
る
人
間
救
済
の
確
か
さ
を
喪
失
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
、
地
上
世
界
に
お
け
る
生
活
を
修
行
期
間
で
あ
る
と
考
え
、
自 

Ｃ ら
の
救
い
を
確
認
す
る
た
め
に
熱
狂
的
に
善
行
を
積
も
う
と
す
る
こ
と
が
世
俗
内
禁
欲
で
あ
る
。そ
れ
が
逆
説
的
で
あ
る
の
は
、 

Ｄ 世
俗
内
禁
欲
へ
と
人
間
を
駆
り
立
て
る
も
の
が
、
来
世
で
の
自
ら
の
救
い
を
確
証
し
よ
う
と
す
る
欲
求
で
あ
り
、
禁
欲
の
前
提 

 

に
欲
望
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
四
十
字
～
百
六
十
字 

六
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

＊ 

要
素
Ａ
～
Ｃ
が
「
世
俗
内
禁
欲
」
に
関
す
る
説
明
、
そ
れ
が
「
逆
説
的
」
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が
Ｄ
・
Ｅ
で
あ
る
。 

 ■

要
素
Ａ
「
神
に
よ
る
人
間
救
済
の
確
か
さ
を
喪
失
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
宗
教
（
＝
キ
リ
ス
ト
教
）
が
失
っ
た
の
は
…
、
『
救
い
の
確
か
さ
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
に
基
づ
く
説
明
。 

 
 

「
神
に
よ
る
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
「
キ
リ
ス
ト
教
」
ま
た
は
「
宗
教
」
と
い
う
語
は
、
答
案
の
別
の
箇
所
に
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
な
け
れ
ば
１
点
減
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
地
上
世
界
に
お
け
る
生
活
を
修
行
期
間
で
あ
る
と
考
え
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
こ
の
地
上
の
世
界
に
お
け
る
生
活
を
長
期
に
わ
た
る
修
行
期
間
で
あ
る
と
考
え
て
」
に
基
づ
く
説
明
。 

ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
自
ら
の
救
い
を
確
認
す
る
た
め
に
熱
狂
的
に
善
を
積
も
う
と
す
る
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
自
ら
の
救
い
を
確
認
す
る
た
め
に
善
を
行
い
た
い
と
い
う
熱
狂
が
沸
き
起
こ
っ
た
」
に
基
づ
く
説
明
。 

「
熱
狂
的
に
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
世
俗
内
禁
欲
へ
と
人
間
を
駆
り
立
て
る
も
の
が
、
来
世
で
の
自
ら
の
救
い
を
確
証
し
よ
う
と
す
る
欲
求
で
あ
り
、 

 
 

 
 

禁
欲
の
前
提
に
欲
望
が
あ
る
」
：
５
点 

 
 

・
「
世
俗
内
禁
欲
」
へ
と
人
間
を
駆
り
立
て
る
も
の
が
、
「
来
世
で
の
生
・
来
世
で
の
救
済
」
へ
の
「
欲
求
」
「
欲
望
」 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
読
み
取
れ
れ
ば
可
。
要
素
Ｄ
の
最
後
の
「
禁
欲
の
前
提
に
欲
望
が
あ
る
」
は
な
く
て
も 

可
。 

 
 

・
「
世
俗
内
禁
欲
」
が
現
世
、
「
救
済
」
が
来
世
と
い
う
対
比
が
、
答
案
の
文
脈
全
体
か
ら
も
明
確
に
読
み
取
れ
な
い 

場
合
は
３
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 
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 ■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「
…
か
ら
（
で
あ
る
）
」
と
い
う
形
が
原
則
。
但
し
、
答
案
全
体
が
、
設
問
の
求
め
て
い
る
理
由
の 

 
 

 
 

説
明
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
許
容
し
て
よ
い
。不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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Ⅱ
  

（
５０
点
） 

問
一 
ａ
精
進 

 

ｂ
旺
盛 

 

ｃ
伏
線 

 

ｄ
投
稿 

 

ｅ
堤
防 

 
 

各
２
点 

解
答
通
り 

 

問
二 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
１０
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                                               

Ｂ 

優
れ
た
芸
術
作
品
に
感
動
し
て
い
る
人
間
の
内
部
に
生
じ
る
、
甘
美
な
自
己
肯
定
感
に
浸
り
込
み
満
足
し
て
し
ま
う
こ
と
の
安 

Ｃ                        

Ｄ 

易
さ
を
そ
の
人
間
に
自
覚
さ
せ
、
そ
れ
に
対
し
て
自
己
規
制
を
求
め
て
く
る
感
覚
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
八
十
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
優
れ
た
芸
術
作
品
に
感
動
し
て
い
る
人
間
の
内
部
に
生
じ
る
」
：
２
点 

 
 

・
「
優
れ
た
」
「
内
部
に
生
じ
る
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点 

し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
甘
美
な
自
己
肯
定
感
に
浸
り
込
み
満
足
し
て
し
ま
う
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
（
感
動
と
い
う
の
は
）
あ
る
種
の
甘
美
な
自
己
肯
定
感
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が 

な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
安
易
さ
を
そ
の
人
間
に
自
覚
さ
せ
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
安
易
に
そ
れ
（
＝
自
己
肯
定
感
）
に
浸
る
こ
と
を
許
す
ま
じ
と
す
る
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容 

の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
そ
れ
に
対
し
て
自
己
規
制
を
求
め
て
く
る
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
自
己
規
制
の
感
覚
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点 

し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

  

＊ 

要
素
Ｃ
・
Ｄ
に
関
し
て
「
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る
」
と
い
う
だ
け
の
説
明
は
不
可
。 

 ■

要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「
…
感
覚
・
も
の
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
三 

■
形
式
上
の
不
備 

 
・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

基
準 
配
点
１４
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                                                               

Ｂ 

芸
術
作
品
は
一
個
人
の
み
な
ら
ず
、
不
特
定
多
数
の
享
受
者
を
前
提
と
す
る
の
で
、
人
間
も
私
的
な
個
で
あ
る
と
同
時
に
公
的 

                                           

Ｃ                            

Ｄ 

存
在
の
一
員
と
し
て
そ
れ
を
享
受
す
る
。
そ
の
結
果
、
恣
意
的
に
感
動
す
る
個
的
な
自
己
と
、
そ
れ
を
諫
め
抑
制
す
る
公
的
な 

          

Ｅ 

自
己
と
い
う
複
数
の
自
己
を
人
間
が
感
得
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
二
十
字 

五
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
芸
術
作
品
は
一
個
人
の
み
な
ら
ず
、
不
特
定
多
数
の
享
受
者
を
前
提
と
す
る
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
わ
た
し
の
た
め
だ
け
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
「
不
特
定
多
数
に
む
け
て
」
と
い
っ
た 

記
述
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
や
や
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
、
か
な
り
曖
昧
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
人
間
も
私
的
な
個
で
あ
る
と
同
時
に
公
的
存
在
の
一
員
と
し
て
そ
れ
を
享
受
す
る
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
、
芸
術
作
品
を
享
受
す
る
人
間
に
関
す
る
「
わ
た
し
た
ち
は
、
『
公
の
一
員
』
で
あ
る
自
己
と
『
た
だ 

ひ
と
り
し
か
存
在
し
な
い
個
人
』
と
し
て
の
自
己
と
に
分
裂
す
る
」
と
い
う
記
述
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容 

の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
恣
意
的
に
感
動
す
る
個
的
な
自
己
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
勝
手
な
基
準
」
「
個
人
の
暴
走
」
と
い
っ
た
記
述
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て 

い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
そ
れ
を
諫
め
抑
制
す
る
公
的
な
自
己
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
『
こ
公
の
一
員
』
と
し
て
の
自
己
」
が
「
暴
走
し
か
け
た
個
人
と
し
て
の
自
己
を
諫
め
、
ブ
レ
ー
キ
を 

か
け
る
」
と
い
う
記
述
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
「
諫
め
る
」
、
「
制
御
す
る
（
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
）
」
の
い
ず
れ
か
一
方
だ
け
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
複
数
の
自
己
を
人
間
が
感
得
す
る
こ
と
に
な
る
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
冒
頭
部
分
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
快
な
答
案
の
ま
と
め
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
記
述
で
あ
る
。 

ほ
ぼ
同
内
容
の
記
述
が
あ
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ 

文
末
表
現
は
各
種
予
想
さ
れ
限
定
で
き
ま
せ
ん
。
答
案
全
体
が
設
問
の
求
め
る
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
と
判
断
で 

 
 

 

き
れ
ば
可
。
文
末
が
明
ら
か
に
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
四 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
１６
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                            
Ｂ
①                     

Ｂ
②                

Ｂ
③ 

芸
術
を
鑑
賞
す
る
人
間
の
内
部
で
は
、
作
品
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
、
先
行
作
品
か
ら
の
影
響
、
芸
術
家
の
個
性
や
能
力
な
ど 

                    

Ｃ                                                             

Ｄ 

へ
の
依
存
度
と
い
っ
た
、
作
品
と
外
的
世
界
と
の
関
係
性
を
正
し
く
認
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
公
的
立
場
に
立
つ 

                                                         

Ｅ 

自
己
が
、
感
動
に
身
を
ま
か
せ
よ
う
と
す
る
個
的
な
自
己
に
問
い
か
け
、
前
者
が
後
者
を
公
的
な
存
在
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し 

 

て
い
る
か
ら
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
五
十
字 

七
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
芸
術
を
鑑
賞
す
る
人
間
の
内
部
で
は
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
の
「
セ
ル
フ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
行
わ
れ
る
場
の
提
示
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と 

判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
「
内
部
」
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

  

＊ 

要
素
Ｂ
は
要
素
Ｃ
の
「
作
品
と
外
的
世
界
と
の
関
係
性
」
の
具
体
的
内
容
の
提
示
で
あ
る
。 

 ■

要
素
Ｂ 

①
「
作
品
の
歴
史
的
な
位
置
付
け
」
：
２
点 

 
 

 
 

 

②
「
先
行
作
品
か
ら
の
影
響
」
：
２
点 

 
 

 
 

 

③
「
芸
術
家
の
個
性
や
能
力
な
ど
へ
の
依
存
度
」
：
２
点 

 
 

・
①
・
②
・
③
と
も
本
文
に
ほ
と
ん
ど
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き 

れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
作
品
と
外
的
世
界
と
の
関
係
性
を
正
し
く
認
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
作
品
が
外
の
世
界
と
結
ん
で
い
る
関
係
性
を
、
〈
個
＝
自
己
〉
が
正
し
く
認
識
し
て
い
る
か
」
に
基
づ
く 

説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
公
的
立
場
に
立
つ
自
己
が
、
感
動
に
身
を
ま
か
せ
よ
う
と
す
る
個
的
な
自
己
に
問
い
か
け
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
〈
公
＝
自
己
〉
は
（
〈
個
＝
自
己
〉
に
要
素
Ｃ
に
つ
い
て
）
問
う
て
く
る
」
に
基
づ
く
説
明
。 

ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
「
問
う
」
「
問
い
か
け
る
」
と
い
う
意
味
の
語
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■

要
素
Ｅ
「
前
者
が
後
者
を
公
的
な
存
在
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
人
間
を
公
の
存
在
へ
と
高
め
る
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断 

で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ 
文
末
表
現
は
「
…
か
ら
・
の
で
・
た
め
・
と
い
う
理
由
（
に
よ
る
）
」
と
い
っ
た
形
が
原
則
。
理
由
説
明
の 

答
案
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
許
容
し
て
よ
い
。不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

     



 

★
２
０
２
１
年
度 

第
２
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

 

 
 

Ⅲ

（
古
文
『
更
級
日
記
』）
採
点
基
準 

 

 
 

※ 

５
０
点
満
点 

 

問
一
（
ａ
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 

配
点 

２
点 

  

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
１
く
ま
な
く
Ｂ
１
あ
か
き 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
１
陰
り
も
な
く
Ｂ
１
明
る
い
折 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
く
ま
な
く 

→
 

陰
り
も
な
く 

 

※
「
陰
り
が
な
く
・
暗
い
と
こ
ろ
が
な
く
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
語
尾
は
「
〜
な
い、
」（
連
体
形
）
で
も
よ
い
。 

 

※
「
欠
け
た
と
こ
ろ
も
な
く
」
は×

。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
あ
か
き
、 

→
 

明
る
い
折 

 

※
「
明
る
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
語
尾
が
「
明
る
く、
」
な
ど
に
な
っ
て
い
る
場
合
は×
。 

 

※
「
赤
い
」
は×

。 

    
 



問
一
（
ｂ
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 
配
点 

２
点 

  

［
傍
線
部
］ 

 
Ａ
１
げ
に
Ｂ
１
と
て 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
本
当
に
そ
う
ね
Ｂ
１
と
言
っ
て 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
げ
に 

→
 

本
当
に
そ
う
ね 

 

※
「
本
当
に
・
な
る
ほ
ど
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。「
そ
う
ね
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
そ
う
ね
・
そ
う
だ
」
等
だ
け
で
は×

。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
と
て
、 

→
 

と
言
っ
て
、 

 

※
「
と
・
と
て
」
は×

。 

     
 



問
一
（
ｃ
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 
配
点 

２
点 

  

［
傍
線
部
］ 

 
Ａ
１
そ
の
Ｂ
１
か
へ
る
年 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
そ
の
Ｂ
１
翌
年 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
そ
の 

→
 

そ
の 

 

※ 

要
素
Ｂ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
そ
の
年
の
」
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
か
へ
る
年 →

 

翌
年 

 

※
「
次
の
年
」
で
も
よ
い
。「
来
年
」
は×

。 

    
 



問
一
（
ｄ
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 
配
点 

２
点 

  

［
傍
線
部
］ 

 
Ａ
１
く
ち
を
し
く
Ｂ
１
お
ぼ
ゆ 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
残
念
に
Ｂ
１
思
わ
れ
る 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
く
ち
を
し
く 

→
 

残
念
に 

 

※
「
悔
し
く
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
お
ぼ
ゆ 

→
 

思
わ
れ
る 

 

※
「
感
じ
る
・
思
わ
れ
た
・
感
じ
ら
れ
た
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
思
う
・
思
っ
た
」
は×

。 

     
 



問
二
（
ア
） 

傍
線
部
に
つ
い
て
、
主
語
（
動
作
主
）
補
っ
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 
配
点 

６
点 

  

［
傍
線
部
］ 

 
（
Ａ
１
） 

Ｂ
１
な
ま
お
そ
ろ
し
と
Ｃ
１
思
へ
る
け
し
き
を
見
て
（
Ｄ
１
） 

Ｅ
１
こ
と
ご
と
に
Ｆ
１
言
ひ
な
し
て
、 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
私
が
Ｂ
１
な
ん
と
な
く
恐
ろ
し
い
と
Ｃ
１
思
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
Ｄ
１
姉
は
Ｆ
１
わ
ざ
と
Ｅ
１
別
の
話
に

（
Ｆ
）
話
題
を
変
え
て
、 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。
た
だ
し
、
Ａ
は
Ｃ
と
の
、
Ｄ
は
Ｆ
と
の
関
連
あ
り
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】（
主
語
補
い
） 

→
 

私
が 

 

※
Ｃ
の
「
思
へ
」
の
主
語
と
し
て
補
わ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
Ｃ
に
「
思
へ
（
＝
思
う
）」
が
な
い
場
合
、
Ｃ
の
「
思
へ
（
＝
思
う
）」
の
主

語
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
書
き
手
が
・
筆
者
が
・
作
者
が
」
等
は×

。 
 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
な
ま
お
そ
ろ
し
と 

→
 

な
ん
と
な
く
恐
ろ
し
い
と 

 

※
「
何
と
な
く
」
は
「
そ
ら
」
で
も
よ
い
。
こ
れ
ら
の
意
が
な
い
「
恐
ろ
し
い
と
」
は×

。 
 

要
素
Ｃ
【
１
点
】
思
へ
る
け
し
き
を
見
て 

→
 

思
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、 

 

※
存
続
の
意
「
〜
て
い
る
」
の
意
が
な
、「
思
う
様
子
を
見
て
」
等
は×

。 
 

要
素
Ｄ
【
１
点
】（
主
語
補
い
） 

→
 

姉
は 

 

※
Ｆ
の
「
言
ひ
」
の
主
語
と
し
て
補
わ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
Ｆ
に
「
言
ひ
（
＝
言
う
）」
が
な
い
場
合
、
Ｆ
の
「
言
ひ
（
＝
言
う
）」
の
主

語
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
書
き
手
の
姉
が
・
筆
者
の
姉
が
・
作
者
の
姉
が
」
等
は×

。 
 

要
素
Ｅ
【
１
点
】
こ
と
ご
と
に 

→
 

別
の
話
に 

 

※
「
他
の
話
に
・
別
の
こ
と
に
・
他
の
こ
と
に
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
あ
れ
こ
れ
と
・
様
々
に
・
い
ろ
い
ろ
と
」
等
は×

。 
 

要
素
Ｆ
【
１
点
】
言
ひ
な
し
て
、 

→
 

わ
ざ
と 

〜 

話
題
を
変
え
て
、 

 

※
「
わ
ざ
と
」
の
有
無
は
不
問
。「
わ
ざ
わ
ざ
・
あ
え
て
・
し
い
て
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
話
題
を
変
え
て
」
は
、「
話
を
変
え
て
・
言
い
つ
く
ろ
っ
て
・
言
い
紛
ら
わ
し
て
・
言
い
直
し
て
・
言
い
変
え
て
」
等
、
ま
た
は
「
取

り
つ
く
ろ
っ
て
・
紛
ら
わ
し
て
」
等
で
も
よ
く
、
要
素
Ｅ
が
正
解
で
き
て
い
る
場
合
は
、「
変
え
て
・
し
て
」
で
も
よ
し
と
す
る
。「
言
い
な

だ
め
て
・
な
だ
め
て
」
は×

。 

    
 



問
二
（
イ
） 

傍
線
部
に
つ
い
て
、
主
語
（
動
作
主
）
補
っ
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

 

基
準 

 

配
点 

６
点 

 

［
傍
線
部
］ 

 
（
Ａ
１
） 

Ｂ
１
呼
び
わ
づ
ら
ひ
て
、
Ｃ
２
笛
を
い
と
を
か
し
く
吹
き
澄
ま
し
て
、
Ｄ
２
過
ぎ
ぬ
な
り
。 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
１
荻
の
葉
を
訪
ね
て
き
た
男
性
は
、
Ｂ
１
呼
び
疲
れ
て
、
Ｃ
２
笛
を
た
い
そ
う
趣
深
く
澄
ん
だ
音
で
吹
い
て
、
Ｄ
２

通
り
過
ぎ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。
た
だ
し
、
Ａ
は
Ｂ
と
の
関
連
あ
り
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】（
主
語
補
い
） 

→
 

 

荻
の
葉
を
訪
ね
て
き
た
男
性
は
、 

 

※
Ｂ
の
「
呼
び
」
の
主
語
と
し
て
補
わ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
Ｂ
に
「
呼
び
（
＝
呼
ぶ
）」
が
な
い
場
合
、
Ｂ
の
「
呼
び
」
の
主
語
と
な
っ

て
い
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
荻
の
葉
を
訪
ね
て
き
た
」
の
有
無
は
不
問
。「
男
性
は
・
男
の
人
は
・
男
は
」
等
、
ま
た
は
「
訪
問
者
・
訪
ね
て
来
た
人
」
等
の
意

が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
呼
び
わ
づ
ら
ひ
て
、 

→
 

呼
び
疲
れ
て
、 

 

※
「
呼
ぶ
の
に
疲
れ
て
・
呼
び
飽
き
て
・
呼
ぶ
の
に
飽
き
て
・
呼
び
か
ね
て
・
呼
び
続
け
ら
れ
な
く
て
・
呼
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

て
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
こ
れ
ら
以
外
で
も
、「（
返
答
を
得
る
ま
で
）
呼
び
続
け
ら
れ
な
く
て
・
呼
ん
だ
の
に
返
答
を
得
ら
れ
ず
困
っ
て
」
の
意
が
読
み
取
れ

れ
ば
よ
し
と
す
る
。 

 

※
「
呼
び
」
の
対
象
と
し
て
の
「
荻
の
葉
（
隣
家
の
娘
）
を
」
の
有
無
は
不
問
だ
が
、
誤
っ
た
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は×

。 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】
笛
を
い
と
を
か
し
く
吹
き
澄
ま
し
て
、 

→
 

笛
を
た
い
そ
う
趣
深
く
澄
ん
だ
音
で
吹
い
て
、 

 

※
「
笛
を
吹
い
て
＋
た
い
そ
う
＋
趣
深
く
＋
澄
ん
だ
音
で
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
た
い
そ
う
・
趣
深
く
・
澄
ん
だ
音
で
」
の
う
ち
の
一
つ
が
な
い
ご
と
に
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
た
い
そ
う
」
は
「
と
て
も
・
非
常
に
・
大
変
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
趣
深
く
」
は
「
趣
（
情
趣
）
が
あ
る
・
風
流
（
風
雅
・
優
雅
・
雅
）
に
・
上
手
に
」
等
で
も
よ
い
。「
お
も
し
ろ
く
・
興
味
深
く
・

楽
し
く
」
等
は×

。 

 

※
「
澄
ん
だ
音
で
」
は
「
吹
き
澄
ま
し
て
・
吹
き
澄
ま
せ
て
」
等
、「（
音
・
笛
が
）
澄
む
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

要
素
Ｄ
【
２
点
】
過
ぎ
ぬ
な
り
。 

→

、
通
り
過
ぎ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

※
「
通
り
過
ぎ
る
（
行
き
過
ぎ
る
）
＋
完
了
（
〜
し
ま
っ
た
・
〜
た
）
＋
推
定
（
〜
よ
う
だ
）」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
通
り
過
ぎ
る
（
行
き
過
ぎ
る
）」
の
意
が
な
い
場
合
や
、「
過
ぎ
」
を
「
時
を
過
ご
す
」
等
の
意
に
誤
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

 

※
「
完
了
（
〜
し
ま
っ
た
・
〜
し
ま
う
・
〜
た
）・
推
定
（
〜
よ
う
だ
・
〜
ら
し
い
・
〜
だ
ろ
う
）」
の
う
ち
の
一
つ
が
な
い
ご
と
に
、
マ

イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
過
ぎ
」
の
対
象
と
し
て
の
「
家
の
前
を
・
私
た
ち
の
家
の
前
を
・
荻
の
葉
の
家
（
隣
家
）
の
前
を
」
の
有
無
は
不
問
た
が
、
誤
っ
た

も
の
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  
 



問
三 
和
歌
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
書
き
手
と
姉
が
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
六
〇
字
以
内
で
説

明
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 

配
点 
８
点 

  

［
傍
線
部
］
（
Ａ
）
笛
の
音
の
た
だ
秋
風
と
聞
こ
ゆ
る
に
な
ど
荻
の
葉
の
そ
よ
と
こ
た
へ
ぬ 

 
 

 
 

 
  

（
Ｂ
）
荻
の
葉
の
こ
た
ふ
る
ま
で
も
吹
き
よ
ら
で
た
だ
に
過
ぎ
ぬ
る
笛
の
音
ぞ
憂
き 

  

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
４
書
き
手
は
、
荻
の
葉
は
男
性
の
呼
び
か
け
に
応
え
れ
ば
よ
い
の
に
と
い
う
こ
と
。
Ｂ
４
姉
は
、
荻
の
葉
の
返
答

を
待
た
ず
に
去
っ
た
男
性
は
薄
情
だ
と
い
う
こ
と
。（
六
〇
字
） 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

字
数 

 
 

六
〇
字
以
内
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
、 

 

※
「
荻
の
葉
」
は
「
隣
家
の
娘
・
女
・
女
性
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
男
性
」
は
、「
荻
の
葉
を
訪
ね
て
き
た
男
性
・
隣
家
に
来
て
い
た
男
の
人
・
女
を
呼
ん
で
い
た
男
」
等
、
ま
た
は
「
訪
問
者
・
訪
ね

て
来
た
人
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
疑
問
に
思
っ
て
い
る
・
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
・
非
難
し
て
い
る
・
歯
が
ゆ
く
思
っ
て
い
る
」
等
の
有
無
は
不
問
。 

 

要
素
Ａ
【
４
点
】
書
き
手
は
、
荻
の
葉
は
男
性
の
呼
び
か
け
に
応
え
れ
ば
よ
い
の
に
と
い
う
こ
と
。 

 

※
「
書
き
手
は
『
女
が
男
に
応
え
る
の
が
よ
い
（
応
え
る
べ
き
だ
）』
と
い
う
こ
と
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。「
書
き
手
は
『
女
が

男
に
応
え
な
い
の
は
よ
く
な
い
』
と
い
う
こ
と
」、「
書
き
手
は
『
女
が
男
に
応
え
な
い
の
は
薄
情
だ
』
と
い
う
こ
と
」、「
書
き
手
は
『
女
が

男
に
応
え
な
い
』
の
を
非
難
し
て
い
る
（
批
判
し
て
い
る
・
歯
が
ゆ
く
思
っ
て
い
る
）」
で
も
よ
い
。「
呼
び
か
け
に
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
右
の
意
が
な
く
「
書
き
手
は
『
な
ぜ
女
は
男
に
応
え
な
い
の
か
』
と
い
う
こ
と
」
の
意
が
あ
る
場
合
は
【
３
点
】。 

 

※
「
書
き
手
」
は
「
筆
者
・
作
者
・
妹
」
で
も
よ
い
。
こ
れ
ら
の
表
現
が
な
く
「（
Ａ
）・
Ａ
の
歌
・
前
者
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
書
き

手
と
姉
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
ま
と
め
て
「
そ
れ
ぞ
れ
に
」
と
説
明
し
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
点
。
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
語
が

全
く
な
い
場
合
は×

。 

 

要
素
Ｂ
【
４
点
】
姉
は
、
荻
の
葉
の
返
答
を
待
た
ず
に
去
っ
た
男
性
は
薄
情
だ
と
い
う
こ
と
。 

 

※
「
姉
は
『
女
の
返
答
（
応
答
）
を
待
て
な
い
（
呼
び
続
け
な
い
）
男
は
薄
情
だ
』
と
い
う
こ
と
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。「
姉

は
『
女
の
返
答
（
応
答
）
を
待
て
な
い
男
は
よ
く
な
い
』
と
い
う
こ
と
」、「
姉
は
『
男
は
女
の
返
答
（
応
答
）
を
待
つ
の
が
よ
い
（
待
つ
べ

き
だ
）』
と
い
う
こ
と
」、「
姉
は
『
男
が
女
の
返
答
（
応
答
）
を
待
た
な
い
』
の
を
非
難
し
て
い
る
（
批
判
し
て
い
る
・
歯
が
ゆ
く
思
っ
て

い
る
）」
で
も
よ
い
。「
去
っ
た
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
右
の
意
が
な
く
「
姉
は
『
な
ぜ
男
は
女
の
返
答
（
応
答
）
を
待
た
な
い
の
か
』
と
い
う
こ
と
」
の
意
が
あ
る
場
合
は
【
３
点
】。 

 

※
「
姉
」
は
「
書
き
手
の
姉
・
筆
者
の
姉
・
作
者
の
姉
」
で
も
よ
い
。
こ
れ
ら
の
表
現
が
な
く
「（
Ｂ
）・
Ｂ
の
歌
・
後
者
」
と
な
っ
て
い

る
場
合
、
書
き
手
と
姉
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
ま
と
め
て
「
そ
れ
ぞ
れ
に
」
と
説
明
し
て
い
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
２
点
。
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
語
が
全
く
な
い
場
合
は×

。 

  
 



問
四 
傍
線
部
に
つ
い
て
、
何
を
「
い
み
じ
く
あ
は
れ
と
思
ひ
わ
た
る
」
の
か
、
ま
た
、
何
が
「
ま
し
て
い
は
む
か
た
な
く
」
な
の
か
を
明

ら
か
に
し
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 
配
点 

６
点 

  

［
傍
線
部
］ 

 
（
Ａ
１
） 

Ｂ
１
よ
そ
の
こ
と
だ
に
、
Ｃ
１
幼
く
よ
り
い
み
じ
く
あ
は
れ
と
Ｄ
１
思
ひ
わ
た
る
に
、
Ｅ
２
ま
し
て
い
は

む
か
た
な
く
、 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
１
人
の
死
は
、
Ｂ
１
よ
そ
の
家
の
こ
と
で
さ
え
、
Ｃ
１
幼
い
頃
か
ら
た
い
そ
う
し
み
じ
み
と
悲
し
い
こ
と
に
Ｄ
１

思
い
続
け
て
き
た
の
に
、
Ｅ
２
ま
し
て
姉
の
死
は
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
で
、 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。
た
だ
し
、
Ａ
は
Ｃ
と
の
関
連
あ
り
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】（
補
足
） 

→
 

人
の
死
は
、 

 

※
Ｃ
の
「
あ
は
れ
（
＝
し
み
じ
み
と
悲
し
い
）」
に
つ
い
て
補
わ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
Ｃ
に
「
あ
は
れ
（
＝
し
み
じ
み
と
悲
し
い
）」
が
な

い
場
合
、
Ｃ
の
「
あ
は
れ
（
＝
し
み
じ
み
と
悲
し
い
）」
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
死
は
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
子
を
残
し
て
」
等
の
有
無
は
不
問
。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
よ
そ
の
こ
と
だ
に
、 

→
 

よ
そ
の
家
の
こ
と
で
さ
え
、 

 

※
「
家
の
」
の
有
無
は
不
問
。「
人
の
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

※
「
で
さ
え
」
は
「
さ
え
・
だ
け
で
も
・
す
ら
・
で
も
・
で
あ
っ
て
も
」
で
も
よ
い
。
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は×

。 
 

要
素
Ｃ
【
１
点
】
幼
く
よ
り
い
み
じ
く
あ
は
れ
と 

→
 

幼
い
頃
か
ら
た
い
そ
う
し
み
じ
み
と
悲
し
い
こ
と
に 

 

※
「
幼
く
か
ら
＋
た
い
そ
う
＋
悲
し
く
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
ど
れ
か
一
つ
欠
け
た
ら×

。 

 

※
「
た
い
そ
う
」
は
「
と
て
も
・
非
常
に
・
ひ
ど
く
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
し
み
じ
み
と
悲
し
い
こ
と
に
」
は
「
悲
し
く
・
つ
ら
く
」
等
、
ま
た
、「
し
み
じ
み
と
」
等
で
も
よ
い
。「
趣
深
い
」
等
は×

。 
 

要
素
Ｄ
【
１
点
】
思
ひ
わ
た
る
に
、 

→
 

思
い
続
け
て
き
た
の
に
、 

 

※
「
思
う
＋
続
け
る
（
ず
っ
と
）
＋
の
に
（
の
で
）」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
ど
れ
か
一
つ
欠
け
た
ら×

。 

 

※
「
〜
し
続
け
る
」
は
「
ず
っ
と
〜
す
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
の
に
」
は
「
の
で
」
で
も
よ
い
。「
と
・
と
こ
ろ
・
時
に
」
等
は×

。 
  

要
素
Ｅ
【
２
点
】
ま
し
て
い
は
む
か
た
な
く
、 

→
 

ま
し
て
姉
の
死
は
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
で
、 

 

※
「
ま
し
て
＋
姉
の
死
（
こ
と
）
は
＋
言
い
よ
う
も
な
く
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
ど
れ
か
一
つ
欠
け
た
ら
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
姉
の
死
」
は
「
姉
の
こ
と
は
・
姉
の
場
合
は
・
姉
に
つ
い
て
は
・
姉
で
あ
れ
ば
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

※
「
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
で
」
は
「
言
い
よ
う
も
な
く
悲
し
く
・
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
に
つ
ら
く
」
等
や
、「
何
も
言
え
な
い
ほ
ど

で
・
口
で
言
え
な
い
ほ
ど
で
・
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
で
」
等
で
も
よ
い
。「
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
・
言
う
に
及
ば
ず
」
等
や
、「
な
お

さ
ら
で
・
な
お
さ
ら
悲
し
く
」
等
は×

。 

 

※
現
代
語
訳
問
題
な
の
で
、
文
末
が
「
と
い
う
こ
と
」
等
に
成
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

   
 



問
五 
傍
線
部
に
つ
い
て
、「
ち
ご
」
が
誰
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

 

基
準 

 

配
点 

６
点 

  

［
傍
線
部
］ 

  
Ａ
１
荒
れ
た
る
板
屋
の
ひ
ま
よ
り
月
の
洩
り
来
て
、
Ｂ
３
ち
ご
の
顔
に
あ
た
り
た
る
が
、
Ｃ
２
い
と
ゆ
ゆ
し
く
お
ぼ

ゆ
れ
ば
、 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
１
荒
れ
た
板
葺
き
の
屋
根
の
隙
間
か
ら
月
の
光
が
洩
れ
て
来
て
、
Ｂ
３
姉
の
忘
れ
形
見
で
あ
る
子
の
顔
に
差
し
て

い
る
の
が
、
Ｃ
２
た
い
そ
う
不
吉
に
思
わ
れ
る
の
で
、 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
荒
れ
た
る
板
屋
の
ひ
ま
よ
り
月
の
洩
り
来
て
、 

→
 

荒
れ
た
板
葺
き
の
屋
根
の
隙
間
か
ら
月
の
光
が
洩
れ
て
来
て
、 

 

※
「
荒
れ
た
＋
板
屋
の
＋
隙
間
か
ら
＋
月
光
が
＋
洩
れ
て
来
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
ど
れ
か
一
つ
欠
け
た
ら×

。 

 

※
「
荒
れ
た
」
は
「
荒
れ
て
い
る
・
荒
廃
し
た
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
板
葺
き
の
屋
根
の
」
は
「
板
屋
の
」
の
ま
ま
や
、「
板
の
屋
根
の
・
板
張
り
の
屋
根
の
」
等
で
も
よ
い
。「
板
」
の
意
が
な
い
「
屋
根

の
」
は×

。 

 

※
「
隙
間
か
ら
」
は
「
す
き
か
ら
」
で
も
よ
い
。「
間
か
ら
」
は×

。 

 

※
「
月
の
光
」
は
「
月
光
・
月
明
か
り
・
月
の
明
か
り
」
な
ど
で
も
よ
い
。「
月
」
や
「
光
・
明
か
り
」
は×

。 

 

※
「
月
の
光
が
洩
れ
て
来
て
」
は
「
洩
れ
て
来
た
月
の
光
が
」
で
も
よ
し
と
す
る
。「
洩
れ
て
来
る
」
は
「
洩
れ
る
・
洩
れ
入
る
・
洩
れ

出
る
」
で
も
よ
い
。「
洩
れ
る
」
の
意
が
な
い
「
差
し
て
・
入
っ
て
」
等
は×

。 

 

要
素
Ｂ
【
３
点
】
ち
ご
の
顔
に
あ
た
り
た
る
が
、 

→
 

姉
の
忘
れ
形
見
で
あ
る
子
の
顔
に
差
し
て
い
る
の
が
、 

 

※
「
姉
の
子
の
＋
顔
に
＋
差
し
て
い
る
＋
の
が
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
姉
の
忘
れ
形
見
で
あ
る
子
」
は
「
姉
の
子
」
の
意
が
あ
れ
ば
、「
姉
の
生
ん
だ
子
・
姉
の
忘
れ
形
見
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
が
な
い

場
合
や
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
点
。 

 

※
「
差
し
て
い
る
」
は
「
差
し
た
・
当
た
っ
て
い
る
・
当
た
っ
た
」
で
も
よ
い
。
こ
れ
が
な
い
場
合
や
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス

１
点
。 

 

※
「
の
が
」
は
「
こ
と
が
・
様
子
が
」
等
で
も
よ
い
。
要
素
Ｃ
の
「
ゆ
ゆ
し
く
」
の
主
語
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
は×

。
こ
れ
が
な
い
場

合
や
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】
い
と
ゆ
ゆ
し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、 

→
 

た
い
そ
う
不
吉
に
思
わ
れ
る
の
で
、 

 

※
「
た
い
そ
う
＋
不
吉
に
＋
思
わ
れ
る
＋
の
で
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
不
吉
に
」
は
「
忌
ま
わ
し
く
」
等
で
も
よ
い
。「
不
気
味
に
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 
 

「
つ
ら
く
・
ひ
ど
く
・
悲
し
く
・
寂
し
く
」
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
点
。 

 
 

「
不
吉
」
が
あ
る
が
「
不
吉
な
ほ
ど
美
し
く
」
等
、「
不
吉
」
の
意
か
ら
離
れ
る
意
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
た
い
そ
う
」
は
「
と
て
も
・
非
常
に
・
ひ
ど
く
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
が
な
い
場
合
や
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
思
わ
れ
る
」
は
「
思
わ
れ
た
・
感
じ
る
・
感
じ
た
・
感
じ
ら
れ
る
・
感
じ
ら
れ
た
」
等
で
も
よ
い
。「
思
う
・
考
え
る
」
等
は×

。

こ
れ
が
な
い
場
合
や
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
の
で
」
は
「
か
ら
・
た
め
」
等
で
も
よ
い
。「
て
」
等
は×

。
こ
れ
が
な
い
場
合
や
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 
 



問
六 
傍
線
部
に
つ
い
て
、
書
き
手
が
こ
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
な
ぜ
か
、
和
歌
（
Ｃ
）
を
踏
ま
え
て
、
一
〇
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ

い
。 

  

基
準 

 
配
点 

１
０
点 

  

［
傍
線
部
］ 

ま
こ
と
に
ぞ
あ
は
れ
な
る
や
。 

 
 

 
 

 
 

（
Ｃ
）
う
づ
も
れ
ぬ
か
ば
ね
を
何
に
た
づ
ね
け
む
苔
の
下
に
は
身
こ
そ
な
り
け
れ 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
３
・
Ｂ
３
姉
が
親
戚
に
頼
ん
で
探
し
て
い
た
『
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
』
と
い
う
物
語
が
、
姉
の
生
前
に
は
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
の
に
、
姉
が
亡
く
な
っ
て
本
人
が
し
か
ば
ね
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
頃
に
な
っ
て
見
つ
か
り
、
Ｃ
４
そ
れ
が
皮
肉
で
悲
し
い

こ
と
に
思
わ
れ
る
か
ら
。（
九
九
字
） 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。
た
だ
し
、
Ｃ
は
Ａ
・
Ｂ
と
の
関
連
あ
り
。 

 

字
数 

 
 

一
〇
〇
字
以
内
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

※
『
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
』
の
『
』
は
「
」
で
も
よ
い
が
、『
』
も
「
」
も
付
い
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
場
合
は
、
全
体
か
ら
マ
イ
ナ
ス
１

点
（
二
箇
所
以
上
で
も
減
点
は
１
点
）。 

 

要
素
Ａ
・
Ｂ
【
各
３
点
】
姉
が
親
戚
に
頼
ん
で
探
し
て
い
た
『
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
』
と
い
う
物
語
が
、
姉
の
生
前
に
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
の
に
、
姉
が
亡
く
な
っ
て
本
人
が
し
か
ば
ね
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
頃
に
な
っ
て
見
つ
か
り
、 

 

要
素
Ａ
【
３
点
】 

 

※
「
姉
が
探
し
て
い
た
物
語
が
、
姉
の
死
後
に
見
つ
か
っ
た
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
３
点
】。 

 
 

「
姉
の
生
前
に
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
に
」
と
今
頃
に
な
っ
て
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
姉
が
探
し
て
い
た
」
は
「
姉
が
探
す
よ
う
に
頼
ん
で
い
た
」
で
も
よ
い
。「
親
戚
に
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
物
語
」
は
「『
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
』」
で
も
よ
い 

  

要
素
Ｂ
【
３
点
】 

 

※
「『
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
』
を
探
し
て
い
た
姉
が
し
か
ば
ね
に
な
っ
た
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
３
点
】。 

 
 

「
し
か
ば
ね
（
屍
）」
は
「
か
ば
ね
・
遺
体
・
遺
骸
・
死
体
・
遺
骨
・
骨
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
し
か
ば
ね
」
に
相
当
す
る
表
現
は
あ
る
が
、「
姉
が
し
か
ば
ね
に
な
っ
た
」
の
意
が
な
く
、「
姉
の
し
か
ぱ
ね
を
葬
っ
た
」
等
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
【
２
点
】。 

 

※
「
し
か
ば
ね
」
に
相
当
す
る
表
現
が
な
く
、「
死
ん
だ
・
亡
く
な
っ
た
」
の
意
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｃ
【
４
点
】
そ
れ
が
皮
肉
で
悲
し
い
こ
と
に
思
わ
れ
る
か
ら
。 

 

※
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
皮
肉
だ
か
ら
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
４
点
】。
た
だ
し
、
Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
【
２
点
】。 

 
 

「
皮
肉
だ
か
ら
」
の
意
が
あ
れ
ば
、「
悲
し
い
か
ら
」
の
有
無
は
不
問
（「
悲
し
い
か
ら
」
に
よ
る
得
点
は
な
し
）
は
な
く
て
も
よ
い
。 

 

※
「
皮
肉
だ
か
ら
」
の
意
が
な
く
、「
悲
し
い
か
ら
・
辛
い
か
ら
・
切
な
い
か
ら
・
寂
し
い
か
ら
」
等
が
あ
る
場
合
は
、
Ｂ
の
点
に
関
わ

ら
ず
【
１
点
】。 
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